
『
経
営
事
項
審
査
改
正

の
ポ
イ
ン
ト
』

今
回
は
公
共
性
と
実
態
性
及
び
企

業
努
力
を
評
価
す
る
、
よ
り
ド
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
改
正
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
の
様
子
で
は
、
省
令
及
び
告
示
の

改
正
は
年
末
頃
に
な
り
そ
う
で
す
。

実
際
の
適
用
は
、
平
成
二
十
年
度
の

経
審
受
審
対
象
者
か
ら
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
再
審
査
は

予
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

一
、
評
価
項
目
及
び
基
準
の
見
直
し

①
完
工
高
、
利
益
、
自
己
資
本
を
バ

ラ
ン
ス
良
く
加
味
し
た
経
営
規
模

（
Ｘ
１
の
改
正
）

・
従
来
の
ウ
エ
イ
ト
の
３
５
％
か
ら

２
５
％
に
引
下
げ
に
よ
り
、
全
体
的

に
評
点
が
下
が
り
、
小
規
模
事
業
者

は
下
の
ほ
う
に
貼
り
付
く
イ
メ
ー
ジ
。

・
評
点
の
下
限
が
低
く
な
り
、
小
規

模
事
業
者
間
で
も
差
が
つ
く
。

（
Ｘ
２
の
改
正
）

・
ウ
エ
イ
ト
が
１
０
％
か
ら
１
５
％

へ
引
き
上
げ
、
大
企
業
が
有
利
。

・
従
来
指
標
の
従
業
員
数
廃
止
。

・
利
益
額
の
指
標
は
、
利
払
前
税
引

前
償
却
前
利
益
使
用
。

②
企
業
実
態
を
的
確
に
反
映
し
た
経

営
状
況
評
価
（
Ｙ
の
改
正
）

・
ペ
ー
パ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
の
過
大
評

価
排
除
（
つ
ま
り
小
規
模
企
業
は
高

す
ぎ
る
評
価
が
で
な
い
）
。

・
売
上
総
利
益
、
有
利
子
負
債
の
影

響
大
。

③
よ
り
的
確
な
技
術
力
評
価
（
Ｚ
の

改
正
）

・
元
請
完
工
高
の
評
価
。

・
技
術
者
の
重
複
カ
ウ
ン
ト
は
２
業

種
ま
で
（
中
小
に
厳
し
い
改
正
）

・
管
理
技
術
者
講
習
受
講
者
を
プ
ラ

ス
一
点
と
す
る
。

・
基
幹
技
能
士
に
新
た
に
加
点
す
る
。

④
社
会
的
責
任
の
果
た
し
方
に
よ
っ

て
差
の
つ
く
評
価
（
ｗ
の
改
正
）

・
賃
金
不
払
い
件
数
を
廃
止

・
退
職
一
時
金
、
企
業
年
金
は
統
合
。

・
社
会
保
険
等
に
加
入
し
な
い
業
者
、

営
業
停
止
業
者
の
マ
イ
ナ
ス
拡
大
。

・
営
業
年
数
の
加
点
２
倍
へ

・
防
災
協
定
の
加
点
５
倍
へ

二
、
虚
偽
申
請
防
止
の
徹
底

虚
偽
申
請
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
強
化

他

※
資
料
「
建
設
産
業
政
策
２
０
０
７

と
経
営
事
項
審
査
制
度
の
改
正
に
つ

い
て
」
を
ご
参
照
下
さ
い
。

『
小
作
地
を
返
し
て
も

ら
う
に
は
』

Ｑ
、
私
は
畑
を
、
必
要
な
と
き
は

い
つ
で
も
返
す
と
い
う
約
束
で
、
農

家
へ
耕
作
用
に
、
期
間
を
定
め
ず
に

貸
し
ま
し
た
。
今
度
こ
の
土
地
を
駐

車
場
に
し
た
い
の
で
す
が
、
借
主
が

承
知
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
い
つ
に
な
っ

た
ら
返
し
て
も
ら
え
る
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
、
期
間
を
定
め
な
い
で
土
地
を

貸
し
た
場
合
は
、
解
約
申
し
入
れ
後

一
年
経
た
な
い
と
契
約
が
終
了
し
ま

せ
ん
。
（
民
法
六
一
七
条
一
項
一
号
・

二
号
）
返
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

先
ず
予
定
す
る
時
期
よ
り
一
年
前
に
、

借
主
に
対
し
小
作
契
約
（
土
地
賃
貸

借
契
約
）
を
打
ち
切
る
旨
を
申
し
入

れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
作

物
を
植
え
て
取
り
入
れ
な
い
う
ち
に

土
地
を
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

態
に
な
る
と
困
り
ま
す
の
で
、
解
約

申
し
入
れ
の
時
期
は
、
作
物
の
収
穫

期
が
過
ぎ
て
、
小
作
人
が
次
の
耕
作

に
着
手
す
る
前
に
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
質
問
の
よ
う
に
、
必
要
な
と

き
は
い
つ
で
も
返
す
と
い
う
約
束
が

あ
っ
て
も
そ
れ
は
無
効
で
す
。
（
農

地
法
二
十
条
七
項
）
。

更
に
、
農
地
の
場
合
は
、
事
前
に

知
事
の
許
可
を
得
る
こ
と
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
許
可
を
受
け
な
い

で
し
た
解
約
申
し
入
れ
は
効
力
を
生

じ
な
い
ば
か
り
か
、
三
年
以
下
の
懲

役
又
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
ま
す
。
（
農
地
法
二
十
条
五

項
・
九
十
二
条
）
。

こ
の
許
可
を
受
け
る
た
め
に
は
、

解
約
申
し
入
れ
の
三
カ
月
前
ま
で
に
、

所
定
の
事
項
を
記
載
し
た
知
事
宛
の

申
請
書
を
農
業
委
員
会
へ
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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□

今
月
の
一
冊
□

最
近
の
出
版
書
の
中
か
ら
、
私
が

読
ん
で
み
て
、
こ
れ
は
と
思
う
一
冊

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
こ
の
一
冊
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
な
ぜ
、
エ
ク
ゼ
ク
テ
ィ

ブ
は
ゴ
ル
フ
を
す
る
の

か
？
』

パ
コ
・
ロ
ー
ム
著

坂
東
智
子
訳

ゴ
マ
ブ
ッ
ク
ス
出
版

本
書
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
、
「
読

む
だ
け
で
、
仕
事
と
人
生
の
業
績
が

ア
ッ
プ
す
る
シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
」
。

こ
の
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
十
三
の

寓
話
を
も
と
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
人
生

で
成
功
す
る
た
め
の
原
理
原
則
や
、

物
事
の
本
質
を
教
え
て
く
れ
る
。
テ
ー

マ
は
、
進
化
、
チ
ャ
ン
ス
、
組
織
運

営
、
戦
略
な
ど
幅
広
い
。
経
営
者
か

ら
新
入
社
員
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
ら

の
寓
話
を
読
む
こ
と
で
得
ら
れ
る

「
気
づ
き
」
は
多
い
だ
ろ
う
。

□
競
争
の
激
し
い
今
の
世
界
で
は
、

ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
も
の
は
な
い
。

そ
ん
な
世
界
で
生
き
残
る
に
は
、
進

化
す
る
し
か
な
い
。

□
企
業
が
創
造
力
を
高
め
る
に
は
、

多
様
性
が
必
要
で
あ
る
。
重
要
な
の

は
、
皆
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
に
適
し

て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
上
手
く
組
織

さ
れ
、
や
る
気
が
あ
り
、
よ
く
管
理

さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

□

ゴ
ル
フ
と
エ
ク
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
の
仕

事
に
は
、
共
通
点
が
多
い
。
い
ず
れ

も
目
標
を
設
定
し
、
適
切
な
資
源
を

選
び
、
入
念
に
準
備
し
、
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
す
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
を
踏

む
。

□
い
つ
ま
で
も
同
じ
行
動
を
続
け
て

い
れ
ば
、
進
歩
は
望
め
な
い
。
し
か

る
べ
き
時
が
き
た
ら
、
行
動
を
改
善

し
、
身
に
つ
け
た
習
慣
や
欠
点
を
直

す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

直
す
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
、
実
際

に
経
験
を
積
む
し
か
な
い
。

□
会
社
で
は
、
勤
め
た
期
間
の
長
短

は
評
価
の
尺
度
に
な
ら
な
い
。
能
力
、

業
績
、
仕
事
の
効
率
性
に
よ
っ
て
、

評
価
は
決
ま
る
。

□
長
年
の
経
験
を
生
か
す
の
も
、
業

績
の
よ
し
悪
し
を
決
め
る
の
も
、
自

分
自
身
で
あ
る
。

□
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
戦

略
上
役
立
つ
こ
と
を
最
優
先
に
し
、

そ
れ
以
外
の
こ
と
は
全
て
後
回
し
に

す
る
必
要
が
あ
る
。

□
適
切
な
戦
略
を
立
て
、
賢
く
仕
事

を
す
る
こ
と
が
、
成
功
す
る
為
の
方

法
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
ん
な
状
況
で

も
変
わ
ら
な
い
。
等
々
。

私
の
気
に
入
っ
た
寓
話

進
化
を
拒
ん
だ
古
代
魚
と
陸
に
上
が
っ

た
カ
メ
（
長
老
）
の
会
話

「
い
い
か
な
、
お
ま
え
に
も
み
ん
な

に
も
同
じ
よ
う
に
チ
ャ
ン
ス
は
あ
っ

た
。
ず
っ
と
変
化
し
続
け
る
こ
の
世

界
で
は
、
進
化
す
る
か
、
し
な
い
か

と
い
う
選
択
の
余
地
な
ど
な
い
。
生

き
残
る
に
は
進
化
す
る
し
か
な
い
の

じ
ゃ
」
。

先
日
、
「
建
行
協
」
の
東
京
総
会

に
参
加
し
て
、
国
交
省
建
設
業
課
の

吉
田
課
長
の
講
演
「
建
設
産
業
政
策

２
０
０
７
と
経
営
事
項
審
査
制
度
の

改
正
に
つ
い
て
」
を
聴
い
て
き
ま
し

た
。
建
設
産
業
を
と
り
ま
く
環
境
は

厳
し
く
、
再
編
淘
汰
は
不
可
避
で
あ

る
こ
と
や
、
今
後
魅
力
あ
る
産
業
へ

の
転
換
を
図
る
た
め
の
方
策
に
つ
い

て
の
詳
し
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

今
月
は
や
た
ら
研
修
や
総
会
が
多
く
、

東
京
に
二
回
、
福
岡
に
一
回
出
張
し

ま
す
。
い
つ
も
加
古
川
線
の
最
終
時

間
に
あ
わ
せ
て
新
幹
線
で
帰
る
の
で

す
が
、
流
石
に
疲
れ
が
で
ま
す
…
。
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